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10． 難治性関節 リウマ チ （RA ）に対する 白血球除去

　　 療法 （LCAP ）の検討一多施設共 同研究一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 植木幸孝

　　　　　佐世保 中央病院 リウマ チ ・膠 原病 セ ン タ
ー

　 （目的）　 セ ル ソ
ーバ （CS −100） を用 い た LCAP は

RA の 免疫異常 を是正す る．今回 そ の臨床 的効 果に つ

い て 多施設 で検討した．

　 （方法）　全国 14施 設 で 以下の 条件 を満た す RA 患

者 30 例 に 対 し セ ル ソ ーバ （CS −100， 旭 メ デ ィ カ ル

製） を用 い 週 ユ回 （3L 血液処理）計 5 回施行 し終了

後 4 週目で 臨床効果 を ACR コ ア セ ッ トで 判 定した．

適 応基 準 ：活動性 が 高 く薬物療法 に 抵抗す る 関節 リ ウ

マ チ 患者．さ ら に ，以下 の 2項 目を満たす もの ：D

腫脹 関節数 6 ヵ 所以 上 ，
2）ESR ≧ 50　mm ／h あ る い は

CRP ≧ 3mg ／dL．

　 （結 果） 1） LCAP 終 了 後 4週 目で ACR 　20 が 22／

30 （73％）， ACR 　50 が 8f3〔1 （27％）で 高 い 有効性が

確認 さ れ た．2）有害事象 は 胃部不快感や ， 軽度な 血

圧低下な ど で極め て軽微で安全で あ っ た．

　 （結語） CS −100 を 用 い た LCAP ，週 1回連続 5 回

の 施行で RA 患者 に 対 し有効 な臨床効 果 が 得 られた。
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　重 症型 ア ル コ ール 性肝炎 は 死亡率 70％を越 え る 予

後不 良の疾患で あ り，治療も確立 され て い な い ．そ の

病態 に は著 明 に 増加 した末梢血 白血 球が 関与 して い る．

2001年〜2003年 に か け て 5例の 重症型 ア ル コ ール 性

肝 炎 症 例 に 対 し， 顆 粒球 吸 着用 白血 球除去 カ ラ ム

（Adacolum） に よ る治療 ：GCAP を行 っ た．男性 ：

女性 ＝2 ：3， 平均年齢 43．8± 15，3 歳 ， GCAP 施行回

数 は 1〜3 回 で あ っ た．初回 GCAP 施行時 の 推定死 亡

率が 58， 85， 99％ で あ っ た 3 例は 生 存 し ， 79，100％
で あ っ た 2 例 が 死 亡 した ．重症度に は 差 が あ る が 5例

中 3例 の 生存 を み た こ と は ， 重症型 ア ル コ ー
ル 性肝炎

に お け る本治療 の 有用性が 示唆さ れ る も の と考え る．
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12． 神経筋疾患の 免疫吸着療法 における血圧低下 の

　　 予防 と対策
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　 【目的】 血漿交換療法 の 副作用 と して ，ア ン ケ
ー

ト

調査 （1989年）に よ る と，23％ に 低血圧 が あ る と 報

告 さ れ最 も多い ．免疫吸着療法 の 途 中で ， 昏睡 ， 四肢

麻痺 を来た した例 も知 ら れ て い る．神経筋疾患 の免疫

吸着療法 に お け る血圧低下 の 実態を調査 し， 予 防と治

療 に つ い て 検討す る．

　【対 象 と方法】 1987年か ら 1999年ま で当院腎セ ン

タ ーで行わ れ た ， A ：慢性炎症性脱髄性多発根神経炎

（CIDP ） 4例 （の べ 157回），　 B　l急性炎症性脱髄性

多発根神経炎 5例 （22回）（ギ ラ ン
・一バ レ

ー
症候群 1，

Fisher症候 群 4＞，　 C ：末梢 性多 発 ニ ュ
ーロ パ チー 3

例 （67回），D ：重 症 筋無力症 10例 （53 回） を対 象

と し た．カ ラ ム は
，

TR 　350
，
　 PH 　350， 抗凝固剤 と し

て ，ヘ パ リ ン または プ サ ン を用 い た．血圧 は ， 1．収

縮期 圧 の 変 動 が 20mmHg 以 上 の 低下 （低下時 100

mmHg 以 上 の 場 合 を 除 く）， 2．収 縮 期 圧 が 90

mmHg 以下に低下の場合を血圧低下 と判定した ．

　【結 果】 血 圧 低 下 の 頻 度 は，A ：28，0％ ，
　 B ：

52．6％，C ：32．8％，　 D ：22．6％で，　 B 群 に 最 多 で あ

っ た．血圧低下は ， 直 ち に 5％ア ル ブ ミ ン また は 生理

食塩水 の 投与が なされ て 改善 し，気道分泌過多 に ， 口

腔 ， 気管内吸引を行 い
， チア ノ ーゼ に対 して は ， 酸素

吸入 を行 っ たた め に ， 障害 を残 さ な か っ た ．

　【結論】　神経筋疾患の安全な免疫吸着療法の た め に

は ， 全身的な
一

般内科的評価 と共 に ，意識障害 ， 呼吸

困難，不随意運動，運動麻痺な ど，神経内科的専門診

療が 必須 と考えられた．

13。加温式 リサ
ー

キ ュ レー
シ ョ ン 法 に よる二 重濾過

　　 血漿交換を行 っ た各疾患に対する臨床効果

　　　　村田敏晃 ・平野 　
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　　　　　　　　　 小河原悟 ・兼岡秀俊 ・斉藤喬雄

　　　　　　　　　　　　 福 岡大学医学部第 4内科

　【目的】 加温式 リサ
ー

キ ュ レ ーシ ョ ン 法を使用 した

二 重濾過血漿交換の 臨床効 果．

　【対象】 透析患者 に 合併 した閉塞 性動脈硬化症患者

（ASO ）4名，膜性腎症 ・紫斑病性 腎症 ・巣状 糸球体

硬化症 ・多発性硬化症各 1名．
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